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一

　
本
稿
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
阿
仏
の
若
き
日
の
日
記

で
あ
る
「
う
た
た
ね
」
の
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
そ
の
使
用
実
態
を
い
さ
さ
か

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
う
た
た
ね
」
は
、

　
　
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
古
典
の
影
響
を
受
け
た
描
写
や
表
現
な
ど
か
ら
、
虚

　
　
弁
化
の
作
意
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
行
文
か
ら
ほ
と
ぼ

　
　
し
る
激
し
く
情
熱
的
な
作
者
の
心
の
動
き
や
衝
動
的
な
行
動
が
、
み
ず
み
ず

　
　
し
い
魅
力
と
な
っ
て
読
者
を
う
つ
。
…
（
略
）
…
『
十
六
夜
日
記
』
に
は
な

　
　
い
、
純
粋
で
若
々
し
い
情
熱
を
た
た
え
た
秀
作
と
し
て
、
近
年
の
評
価
は

　
　
　
　
エ
　

　
　
高
い

と
さ
れ
る
作
品
で
も
あ
る
の
で
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
語
彙
と
も
比
較
し
た
い
。

　
「
う
た
た
ね
」
の
使
用
語
彙
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
酒
井
憲
二
氏
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
て
詳
細
な
論
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
導
か
れ
、
以
下
、
い
さ
さ
か
考

え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
語
彙
調
査
を
す
る
に
当
た
っ
て
の
単
位
語
の
と
り
方
に
つ
い
て
は
、
宮
島
達
夫

氏
編
『
古
典
対
照
語
い
表
』
（
昭
和
四
六
年
九
月
、
笠
間
書
院
。
以
下
、
『
語
い

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

表
』
と
略
称
す
る
）
に
お
け
る
認
定
基
準
を
、
お
お
む
ね
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
語
数
調
査
に
関
し
て
は
、
次
田
香
澄
・
酒
井
憲
二
氏
編
著
『
う
た
》

ね
　
本
文
お
よ
び
総
索
引
』
（
昭
和
五
一
年
二
月
、
笠
間
書
院
。
底
本
は
、
東
山

御
文
庫
本
『
う
た
》
ね
』
）
に
よ
っ
た
。
な
お
、
以
下
、
語
数
に
関
し
て
は
、
特

に
注
記
し
な
い
限
り
、
異
な
り
語
数
と
す
る
。

二

ま
ず
、
品
詞
別
構
成
比
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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表（1）

名詞 動詞 形容 喉笛 副詞 連体 接続 感動 他 合　計

異なり語数一牌牌躰一一一一一一帰桝一

@　　％

　447一一一　一皿繭柵

S4．3

　354榊一一一一一｝槻

@35．1

　93一一一一一一｝醇

@9．2

　44鼎滞鼎憎”辱一一

@4．4

　59一噌一一需糟憎一

@5．8

　　4F一一一　一一榊

@0．4

　2脚鴨F一一　一

@〇．2

　　2一　糟榊rn一一

@〇．2

　4一　　皿暫僧柵

@0．4

　1，009F一一一一鵬騰牌一r－

@100．0

延べ語数一一一噛一一｝扁需鼎榊一一

@　　％

1，167一一一一｝榊一一

S5．2

　799一一一一囲憎”一

@30．9

　279一一一一一｝瞬幣

P0．8

　！03牌一一一一一一　

@4，0

　187皿嚇㎜㎜鼎mr－

@7．2

　33一一一一一曽扁P

@L3

　6一一一一一皿皿

@0。2

　　4揃㎜榊｝一一一一

@〇2

　4一一皿備噂一一

@〇。2

　2，582一皿哺鼎榊喘r糎一一一

@100．0

　
表
（
1
）
に
示
し
た
の
が
、
「
う
た
た
ね
」
の

品
詞
単
二
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
、
お
よ
び
、

そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
品
詞
別
構
成
比
率
で
あ
る
。

以
下
、
こ
こ
に
示
し
た
異
な
り
語
数
で
の
数
値

を
『
語
い
表
』
所
載
の
一
四
作
品
、
お
よ
び
、

か
つ
て
調
査
し
た
（
以
下
、
前
身
と
略
称

　
　
る
　

す
る
）
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
そ
れ
ら
と

比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
う
た
た
ね
」
の
名
詞
の
比
率
は
、
中
世
の

「
方
丈
記
」
（
五
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
徒

然
草
」
（
五
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
は
も
と
よ

り
、
阿
仏
作
の
「
十
六
夜
日
記
」
（
五
四
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
）
に
お
け
る
数
値
よ
り
相
当
に
低

く
、
中
古
の
「
竹
取
物
語
」
（
四
四
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
）
、
「
源
氏
物
語
」
（
四
二
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
）
に
近
似
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
比
率
が
「
紫
式
部
日

記
」
や
「
更
級
日
記
」
に
比
較
的
近
似
し
て
い

る
点
を
、
前
稿
で
指
摘
し
た
が
、
「
う
た
た
ね
」

に
お
い
て
は
、
日
記
の
中
で
も
特
に
「
蜻
蛉
日

記
」
（
四
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
、
比
較
的

近
似
し
た
数
値
と
な
っ
て
い
る
点
は
、
注
目
に

値
す
る
。
次
に
、
動
詞
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
後
撰
和
歌
集
」
（
三
四
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
）
、
「
更
級
日
記
」
（
三
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
枕
草
子
し
（
三
四
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
）
、
「
紫
式
部
日
記
」
（
三
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
古
今
和
歌
集
」
（
三

三
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
近
似
し
た
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
中
世
の

「
方
丈
記
」
（
二
九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
徒
然
草
」
（
二
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）

や
、
上
代
の
「
万
葉
集
」
（
意
＝
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
中
古
の
「
伊
勢
物
語
」

（
三
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
土
佐
日
記
」
（
三
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
古
今

和
歌
集
」
に
近
似
し
た
数
値
を
と
る
「
十
六
夜
日
記
」
と
相
違
が
み
う
け
ら
れ
る
。

形
容
語
類
（
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
副
詞
・
連
体
詞
）
に
お
け
る
比
率
を
み
る
と
、

「
う
た
た
ね
」
は
一
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
こ
の
数
値
は
、
「
十
六
夜
日

記
」
お
よ
び
『
語
い
表
』
所
載
一
四
作
品
に
お
け
る
同
様
の
数
値
の
ど
れ
よ
り
も

高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
「
紫
式
部
日
記
」
（
一
五
・
○
パ
ー

セ
ン
ト
）
、
「
更
級
日
記
」
（
一
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
蜻
蛉
日
記
」
（
一
四
∴

パ
ー
セ
ン
ト
）
の
日
記
類
や
、
「
竹
取
物
語
」
（
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
相
対

的
に
近
似
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
、
注
目
に
値
す
る
。
な
お
、
「
十
六
夜
日

記
」
の
値
（
＝
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
上
掲
諸
作
品
に
、
よ
り
近
似
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
延
べ
語
数
で
の
比
率
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
名
詞
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
竹
取
物
語
」
（
四
五
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

「
枕
草
子
」
（
四
四
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
更
級
日
記
」
（
四
六
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
）
に
近
似
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
、
『
語
い
表
』
所
載
一
四

作
品
に
お
け
る
同
様
の
数
値
の
ど
れ
よ
り
も
高
い
「
十
六
夜
日
記
」
と
大
き
な
相
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違
が
存
す
る
。
次
に
、
動
詞
に
つ
い
て
み
る
と
、
『
語
い
表
』
所
載
一
四
作
品
中
、

「
方
丈
記
」
（
二
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
大
鏡
」
（
二
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

「
紫
式
部
日
記
」
（
二
八
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
除
く
＝
作
品
が
「
う
た
た
ね
」

よ
り
高
い
数
値
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
上
掲
三
作
品
、
「
徒
然
草
」
（
三

二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
枕
草
子
」
（
三
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
源
氏
物
語
」

（
三
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
お
よ
び
「
十
六
夜
日
記
」
（
三
〇
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
）
に
近
似
し
た
数
値
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
形
容
語
類
を
み
る
と
、
「
う

た
た
ね
」
は
二
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
「
枕
草
子
」
（
二
二
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
）
、
「
源
氏
物
語
」
（
二
五
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
近
似
し
た
数
値
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
蜻
蛉
日
記
」
（
二
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
や
「
紫
式
部
日

記
」
（
一
九
∴
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
も
、
比
較
的
近
似
し
て
い
る
と
も
言
え
そ
う

で
あ
る
。

　
以
上
、
「
う
た
た
ね
」
の
品
詞
別
構
成
比
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
異
な
り
語

数
に
お
い
て
は
、
「
竹
取
物
語
」
「
源
氏
物
語
」
や
「
蜻
蛉
日
記
」
「
紫
式
部
日
記
」

「
更
級
日
記
」
に
、
延
べ
語
数
に
お
い
て
は
、
「
源
氏
物
語
」
「
枕
草
子
」
「
蜻
蛉

日
記
」
「
紫
式
部
日
記
」
「
十
六
夜
日
記
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
近
似
し
て
い
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
　

わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
王
朝
女
流
日
記
文
学
の
系
列
に
あ
る
「
う
た
た
ね
」
の
性

格
が
、
そ
の
使
用
語
彙
に
あ
ら
わ
れ
た
、
必
然
的
な
結
果
で
あ
る
と
み
な
し
得
る
。

三

次
に
、
異
な
り
語
数
と
延
べ
語
数
に
お
け
る
品
詞
別
構
成
比
の
関
係
に
つ
い
て
、

い
さ
さ
か
ふ
れ
た
い
。

　
表
（
2
）
は
、
「
う
た
た
ね
」
お
よ
び
「
十
六
夜
日
記
」

に
お
け
る
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
で
の
品
詞
別
構
成
比

に
関
し
て
、
異
な
り
語
数
で
の
比
率
を
一
と
し
た
場
合
の
、

延
べ
語
数
で
の
比
率
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
前
稿
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
『
語
い
表
』
所
載
一
四
作

品
に
お
け
る
一
般
的
傾
向
は
、
名
詞
・
形
容
動
詞
に
お
い

て
は
異
な
り
語
数
で
の
、
形
容
詞
・
副
詞
・
連
体
詞
に
お

い
て
は
延
べ
語
数
で
の
比
率
が
高
い
。
と
こ
ろ
が
、
表

（
2
）
に
よ
れ
ば
、
「
う
た
た
ね
」
に
お
け
る
名
詞
、
ま
た
、

「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
形
容
詞
が
、
前
述
の
一
般
的

傾
向
と
は
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
前
稿
で
ふ
れ
た
「
夜
の
鶴
」
も
、
名
詞
の
使
用
が
一
般

的
傾
向
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
筆
者
は
、
そ
の
因
を
高
頻

度
語
に
求
め
る
こ
と
を
得
た
。
で
は
、
「
う
た
た
ね
」
の

場
合
は
、
「
夜
の
鶴
」
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
考
え
た
い
。

　
前
稿
と
比
較
す
る
都
合
上
、
高
頻
度
語
を
累
積
使
用
率

二
七
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
す
る
と
、
「
う
た
た
ね
」
に
お
」

け
る
高
頻
度
語
は
、
異
な
り
語
数
三
二
、
延
べ
語
数
七
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

三
と
な
る
（
累
積
使
用
率
は
二
七
・
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
　
一

こ
の
う
ち
名
詞
は
、
異
な
り
語
数
で
＝
二
・
品
詞
別
構
成
　
表

名　詞 動　詞 形容詞 形　動 副　詞 連体詞 その他

うたたね 1，020 0，880 1ユ74 0，909 1，241 3，250 0，683

十六夜日記 0，983 0，962 0，926 ．0，903 1，459 5，333 0，368
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表（3）

異語数 延語数 　　　　　1ｼ詞異言1名詞異％　　　　　1 　　　　　稠ｼ詞延語　【名詞延％　　　　　輩

1～3 41 805 17；41・46 345i42・86

4～6 ！85 839 88147・57 411i48・99

7～ 783 938 342i43・68 411i43・82

計 1，009 2，582 447i44．30 ！，167i45・20

比
率
四
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
延
べ
語
数
で
三

〇
四
、
品
詞
別
記
成
比
率
四
二
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
延
べ
語
数
に
お
け

る
比
率
と
異
な
り
語
数
に
お
け
る
比
率
と
の
差

は
ニ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
ま
た
、
「
う
た
た
ね
」

全
体
に
お
け
る
名
詞
の
異
な
り
語
数
・
延
べ
語

数
に
お
け
る
比
率
は
、
表
（
1
）
に
示
し
た
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
四

五
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
差
は
○
・

九
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
か
ら
、
「
う
た
た
ね
」
の
名
詞
に
関
し

て
は
、

　
1
　
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
の
い
ず
れ
も

　
　
全
体
で
の
比
率
が
、
高
頻
度
語
に
お
け
る

　
　
比
率
よ
り
も
高
い

　
2
　
延
べ
語
数
の
比
率
と
異
な
り
語
数
の
比

　
　
率
と
の
差
は
、
高
頻
度
語
に
お
け
る
値
の

　
　
方
が
大
き
い

の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
。

　
一
方
、
「
夜
の
鶴
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
異

な
り
語
数
に
お
い
て
は
全
体
で
の
比
率
の
方
が

五
・
三
ポ
イ
ン
ト
、
延
べ
語
数
に
お
い
て
は
高

頻
度
語
で
の
比
率
の
方
が
二
・
三
ポ
イ
ン
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
2
に
ふ
れ
た
よ
う
に
「
う
た
た
ね
」
に
お
い
て
は
、
延
べ
語
数
に
お
け
る
名
詞

の
比
率
と
異
な
り
語
数
に
お
け
る
そ
れ
の
比
率
と
の
差
は
、
高
頻
度
語
に
お
け
る

方
が
｝
∴
ポ
イ
ン
ト
大
き
い
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
高
頻
度
語
が
全
体
に
お

け
る
名
詞
の
延
べ
語
数
の
比
率
の
高
さ
に
も
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
、
「
夜
の
鶴
」
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
な
明
確
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

で
は
、
中
位
段
階
、
ま
た
は
、
下
位
段
階
の
名
詞
の
使
用
が
、
全
体
に
対
し
て
影

響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
表
（
3
）
は
、
「
う
た
た
ね
」
の
使
用
語
彙
に
関
し
て
、
そ
の
累
積
使
用
率
に
よ

り
一
〇
段
階
に
分
け
、
便
宜
的
に
、
一
～
三
段
階
を
上
位
段
階
、
四
～
六
段
階
を

中
位
段
階
、
七
～
一
〇
段
階
を
下
位
段
階
と
し
、
各
段
階
に
所
属
す
る
語
の
異
な

り
語
数
・
延
べ
語
数
を
、
各
段
階
に
所
属
す
る
名
詞
の
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
、

各
段
階
所
属
語
に
対
す
る
名
詞
の
比
率
と
と
も
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
表
（
3
）
を
み
る
限
り
、
中
位
段
階
に
お
い
て
も
上
位
段
階
と
顕
著
な
差
は

見
出
し
得
な
い
。
た
だ
し
、
下
位
段
階
に
お
い
て
は
、
異
な
り
語
数
に
お
け
る
比

率
と
延
べ
語
数
に
お
け
る
そ
れ
と
の
差
が
、
上
位
段
階
・
中
位
段
階
の
場
合
よ
り

小
さ
く
、
多
少
の
相
違
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
で
の
品
詞
別
構
成
比
に
関
す
る
一
般
的
傾
向

と
相
違
し
て
い
る
「
う
た
た
ね
」
の
名
詞
に
関
し
て
、
い
さ
さ
か
み
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
上
位
段
階
・
中
位
段
階
に
お
け
る
名
詞
の
頻
用
傾
向
が
全
体
に
関
係
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
点
、
た
だ
し
、
「
夜
の
鶴
」
ほ
ど
明
確
な
も
の
と
な
っ
て
い
な

い
点
は
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
一
般
的
傾
向
と
の
相
違
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
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よ
る
の
か
は
、
明
確
に
は
指
摘
し
得
な
か
っ
た
。

課
題
と
し
た
い
。

四

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

　
次
に
、
語
種
別
構
成
比
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
ふ
れ
た
い
。

　
表
（
4
）
、
表
（
5
）
は
、
「
う
た
た
ね
」
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
語
彙
に
関
し
て
、

語
種
別
の
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
比
率
と
と
も
に
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
を
】
瞥
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、
「
う
た
た
ね
」
に

お
け
る
和
語
の
比
率
が
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
、
異
な
り
語

数
・
延
べ
語
数
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
高
く
、
逆
に
、
漢
語
の
比
率
は
、
い
ず
れ

に
お
い
て
も
低
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
う
た
た

ね
」
の
語
種
別
構
成
比
率
は
、
他
作
品
と
比
較
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
か
を
、
例
に
よ
っ
て
『
語
い
表
』
を
使
用
し
、
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
『
語
い
表
』
所
載
一
四
作
品
の
う
ち
、
「
う
た
た
ね
」
よ
り
も
和
語
の
比
率
の

高
い
も
の
は
、
「
古
今
和
歌
集
」
（
九
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
万
葉
集
」
「
後
撰

和
歌
集
」
（
い
ず
れ
も
九
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
三
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も
和
歌
集
で
あ
る
点
、
特
徴
的
で
あ
る
。
次
に
近
似
し
て
い
る
も
の
と
し

て
、
「
土
左
日
記
」
（
九
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
伊
勢
物
語
」
（
九
三
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
）
を
指
摘
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
相
当
な
差
が
存
す
る
。
一
方
、
「
十
六

夜
日
記
」
に
お
け
る
和
語
の
比
率
は
、
前
掲
し
た
「
土
左
日
記
」
「
伊
勢
物
語
」

の
二
作
品
に
加
え
、
「
竹
取
物
語
」
（
九
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
蜻
蛉
日
記
」

（
九
一
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
更
級
日
記
」
（
九
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
も
比

較
的
近
似
し
て
お
り
、
「
う
た
た
ね
」
と
の
差
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。　

「
う
た
た
ね
」
の
使
用
語
彙
に
お
け
る
和
語
の
比
率
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
上

掲
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
漢
語
の
比
率
の
低
さ
も
間
接
的

に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
「
う
た
た
ね
」
の
漢
語
語
彙
に
関
し
て
、

「
十
六
夜
日
記
」
の
そ
れ
と
比
較
し
た
い
。

表（4）

和　語 漢　語 混種語 合　計

異なり語数一一一｝弾唱一一一皿＿牌牌rr＿

@　　％

　　979一　皿｝｝皿一一一一一鵬

@97．0

　　24糟一一一皿需一一一一皿

@2．4

　　6轡一一一｝酔一一一一r

@O．6

　1，009朧榊一一一一一叫一一一

@100．0

延べ語数一　｝牌糟幅一一一一＿＿榊一r＿

@　　％

　2，535一｝｝柵常幣一一一一一皿

@98．2

　　40一一一一｝鼎”一一一｝

@！．5

　　7一一一皿帰憎学一一一噌

@0．3

　2，582”一一一一一｝｛r一一

@100．0

表（5）

和　語 漢　語 混種語 合　計

異なり語数一一応朧榊辱一一一一憎r一一r＿

@　　％

　1，151一一圃府滞牌一r＿＿＿＿

@92．6

　83一一一一密糟”一一一常

@6．7

　　9一一一一備轡一一一曽｝

@0．7

　1，243一一一一瞬牌卿髄一一一

@100．0
延べ語数”　　F　　一　　一　　一　　一　　一　　牌　　榊　　弊　　一　　一　　一　　一　　噌　　＿

@　　％

　3，277湘朧憎PF一一一＿一哺榊

@96．4

　U5樽一一一皿門一一噌一㎜

@3．4

　　9P一一牌一一一一謄一聯

@0．3

3，401P一一一鼎”P、一一鼎

@100ユ
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「
う
た
た
ね
」
に
使
用
さ
れ
た
漢
語
は
、
表
4
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
異

な
り
語
数
で
二
四
存
す
る
が
、
う
ち
、

　
　
「
き
や
う
（
京
）
」
「
き
や
う
（
経
）
」
「
け
し
き
（
気
色
）
」
「
ご
ぜ
ん
（
御

　
　
前
）
し
「
ず
い
じ
ん
（
随
身
）
」
「
ほ
い
（
本
意
）
」
「
や
う
（
様
）
」
「
よ
う
い

　
　
（
用
意
）
」
「
れ
い
（
例
）
」
「
ゑ
（
絵
）
」

の
一
〇
語
が
、
大
野
晋
氏
が
示
さ
れ
た
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彙
」
（
以
下
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
略
称
す
る
）
と
一
致
す
る
。
一
方
、

「
十
六
夜
日
記
」
に
お
い
て
は
、
異
な
り
語
数
八
三
の
う
ち

　
　
「
あ
ざ
り
（
阿
閣
梨
）
」
「
い
ち
（
一
）
」
「
き
や
う
（
経
）
」
「
ぎ
や
う
か
う

　
　
（
行
幸
）
」
「
く
わ
う
た
い
こ
う
ぐ
う
（
皇
太
后
宮
）
」
「
さ
い
ぐ
う
（
斎
宮
）
」

　
　
「
さ
い
し
や
う
（
宰
相
）
」
「
さ
う
（
左
右
）
」
「
さ
う
し
（
草
子
）
」
「
さ
ん
み

　
　
（
三
位
）
」
「
じ
じ
ゅ
う
（
侍
従
）
」
「
た
い
ふ
（
大
夫
）
」
「
ち
ゅ
う
じ
や
う

　
　
（
中
将
）
」
「
ち
ゅ
う
な
ご
ん
（
中
納
言
）
」
「
に
ふ
だ
う
（
入
道
）
」
「
に
よ
う

　
　
ゐ
ん
（
女
院
）
」
「
ほ
い
（
本
意
）
」
「
や
う
（
様
）
」
「
れ
い
（
例
）
」
「
ゐ
ん

　
　
（
院
）
」
「
ゑ
（
絵
）
」

の
二
一
語
が
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
一
致
す
る
が
、
こ
の
数
値
だ
け
で
も
、

「
う
た
た
ね
」
と
「
十
六
夜
日
記
」
と
の
漢
語
の
使
用
に
は
大
き
な
相
違
が
存
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
で
は
な
い
「
う
た
た
ね
」
の
漢
語
語
彙

一
四
語
の
う
ち
、

　
　
「
あ
ん
か
も
ん
ゐ
ん
（
安
嘉
門
院
）
」
「
し
や
う
じ
（
障
子
）
」
「
せ
か
い
ふ
ら

　
　
う
こ
（
世
皆
不
牢
固
）
」
「
せ
ぬ
れ
い
」
「
ほ
ふ
ご
ん
が
う
み
ん
（
法
金
剛

　
　
院
）
」
「
ほ
ふ
り
ん
（
法
輪
）
」
「
り
や
う
じ
ゆ
せ
ん
（
霊
鷲
山
）
」

の
七
語
が
「
蜻
蛉
日
記
」
「
源
氏
物
語
」
「
紫
式
部
日
記
」
「
更
級
日
記
」
の
四
作

品
と
共
通
し
な
い
点
は
、
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
七
語
の
う
ち
、

「
せ
か
い
ふ
ら
う
こ
」
「
ほ
ふ
ご
ん
が
う
み
ん
」
「
ほ
ふ
り
ん
」
「
り
や
う
じ
ゆ
せ

ん
」
の
四
語
が
仏
教
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
も
注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
漢
語
に
は
、
暦
日
に
関
す
る
も
の
が
多

い
点
（
＝
二
語
）
、
前
書
に
お
い
て
指
摘
し
た
。
ま
た
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
は
、

　
　
「
あ
ざ
り
（
黒
闇
梨
）
」
「
あ
ん
か
も
ん
ゐ
ん
（
安
野
門
院
）
」
「
う
ひ
や
う
ゑ

　
　
（
右
兵
衛
）
」
「
く
は
と
く
も
ん
ゐ
ん
（
和
徳
門
院
）
」
「
く
わ
う
た
い
こ
う
ぐ

　
　
う
（
皇
太
后
宮
）
」
「
ご
ん
ち
ゅ
う
な
ご
ん
（
権
中
納
言
）
」
「
さ
い
ぎ
や
う

　
　
（
西
行
）
」
「
さ
い
ぐ
う
（
斎
宮
）
」
「
さ
い
し
や
う
（
宰
相
）
」
「
さ
ん
み
（
三

　
　
位
）
」
「
し
き
か
む
も
ん
ゐ
ん
（
式
乾
門
院
）
」
「
し
ゅ
ん
ぜ
い
（
俊
成
）
」
「
し

　
　
ん
ち
ゅ
う
な
ご
ん
（
新
中
納
言
）
」
「
じ
じ
ゅ
う
（
侍
従
）
」
「
そ
う
じ
や
う

　
　
（
僧
正
）
」
「
だ
い
じ
ゃ
う
だ
い
じ
ん
（
太
政
大
臣
）
」
「
た
い
ふ
（
大
夫
）
」

　
　
「
だ
い
ぶ
（
大
夫
）
」
「
ち
ゅ
う
し
ん
（
忠
臣
）
」
「
ち
ゅ
う
じ
や
う
（
中
将
）
」

　
　
「
ち
ゅ
う
な
ご
ん
（
中
納
言
）
」
「
ぢ
と
う
（
地
頭
）
」
「
て
い
か
（
定
家
）
」

　
　
「
に
ふ
だ
う
（
入
道
）
」
「
に
ふ
だ
う
だ
い
な
ご
ん
（
入
道
大
納
言
）
」
「
に
よ

　
　
う
み
ん
（
女
院
）
」
「
み
ん
ぶ
き
や
う
（
民
部
卿
）
」
「
り
っ
し
（
律
師
）
」

の
よ
う
な
人
物
・
官
職
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
類
す
る
語
が
多
数
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
一
方
、
「
う
た
た
ね
」
に
お
い
て
は
、
人
物
関
係
の
漢
語

は
「
あ
ん
か
も
ん
ゐ
ん
（
安
嘉
門
院
）
」
「
ず
い
じ
ん
（
随
身
）
」
程
度
し
か
使
用

さ
れ
て
い
な
い
。
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社
会
の
動
き
に
関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
「
十
六
夜
日
記
」
と
、
恋
愛
の
顛

末
を
描
く
「
う
た
た
ね
」
と
の
内
容
・
素
材
の
差
が
、
人
物
関
係
漢
語
の
使
用
の
、

こ
の
よ
う
な
差
と
な
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　
以
上
、
「
う
た
た
ね
」
の
使
用
語
彙
の
語
種
別
構
成
比
に
つ
い
て
み
た
が
、

　
1
　
和
語
の
比
率
が
非
常
に
高
い
。
『
語
い
表
』
所
載
一
四
作
品
中
、
「
う
た
た

　
　
ね
」
よ
り
も
和
語
の
比
率
の
高
い
も
の
は
、
和
歌
集
で
あ
る
「
万
葉
集
」

　
　
「
古
今
和
歌
集
」
「
後
撰
和
歌
集
」
の
三
作
品
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、

　
　
特
徴
的
で
あ
る

　
2
　
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通
す
る
漢
語
語
彙
が
、
「
十
六
夜
日
記
」

　
　
の
場
合
に
比
べ
、
比
較
的
多
い

　
3
　
　
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通
し
な
い
漢
語
語
彙
一
四
語
の
う
ち
、

　
　
「
蜻
蛉
日
記
」
「
源
氏
物
語
」
「
紫
式
部
日
記
」
「
更
級
日
記
」
の
四
作
品
と

　
　
共
通
し
な
い
も
の
は
七
語
存
す
る
。
う
ち
四
語
は
、
仏
教
関
係
の
語
で
あ
る

　
4
　
「
う
た
た
ね
」
に
は
人
物
関
係
の
漢
語
が
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
ず
、
頻
用

　
　
さ
れ
た
「
十
六
夜
日
記
」
の
場
合
と
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
差

　
　
は
、
「
う
た
た
ね
」
と
「
十
六
夜
日
記
」
と
の
内
容
・
素
材
の
差
に
基
づ
く

　
　
も
の
で
あ
る

の
よ
う
な
点
が
わ
か
っ
た
。

　
中
世
の
作
品
で
あ
り
な
が
ら
「
う
た
た
ね
」
に
は
漢
語
が
非
常
に
少
な
い
。

　
　
自
己
の
恋
愛
交
渉
の
状
況
は
、
伝
統
的
な
手
法
に
よ
っ
て
五
三
・
浪
漫
化
し
、

　
　
失
恋
に
終
っ
た
と
は
い
い
な
が
ら
、
自
己
及
び
愛
人
を
平
安
朝
物
語
中
の
登

　
　
場
人
物
の
位
置
に
お
き
、
引
歌
や
物
語
を
豊
富
に
使
っ
て
美
的
夢
幻
的
に
描

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
き
出
し
て
い
る

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
阿
仏
は
、
そ
の
日
記
「
う
た
た
ね
」
に
よ
っ
て
平
安
朝
を

再
現
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
漢
語
の
使
用
を
極
力
避
け
、
結
果
的
に
、

漢
語
語
彙
の
構
成
比
率
が
低
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
次
に
、
「
う
た
た
ね
」
に
使
用
さ
れ
た
形
容
詞
に
つ
い
て
、
類
似
度
α
の
点
か

ら
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
6
）
は
、
「
う
た
た
ね
」
お
よ
び
「
十
六
夜
日
記
」
の
使
用
語
彙
と
、
「
蜻
蛉

日
記
」
「
源
氏
物
語
」
「
紫
式
部
B
記
」
「
更
級
日
記
」
の
使
用
語
彙
と
の
類
似
度

ぴ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
う
た
た
ね
」
と
各
作
品
と
の

類
似
度
ぴ
の
数
値
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
と
各
作
品
と
の
類
似
度
D
の
数
値
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
語
彙
全
体
で
み
た
場
合
、

「
う
た
た
ね
」
の
方
が
「
十
六
夜
日
記
」
よ
り
も
、
「
蜻
蛉
日
記
」
「
源
氏
物
語
」

「
紫
式
部
日
記
」
「
更
級
日
記
」
に
、
よ
り
類
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
、
「
蜻
蛉
日
記
」
「
更
級
日
記
」
の
系
列
に
属
す
る
「
う
た
た
ね
」
の
性
格

を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点
は
、
形
容
詞
に
お
い
て
、
よ
り
強
調
さ
れ
た

形
で
あ
ら
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
、
形
容
詞
に
限
定
し
て
類
似
度
α

を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
7
）
は
、
「
う
た
た
ね
」
お
よ
び
「
十
六
夜
日
記
」
と
、
「
蜻
蛉
日
記
」
「
源

氏
物
語
」
「
紫
式
部
日
記
」
「
更
級
日
記
」
の
各
作
品
に
使
用
さ
れ
た
形
容
詞
に
関
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表（6）

うたたね 十六夜日記

蜻蛉日記 0，744 0，724

源氏物語 0，747 0，731

紫式部日記 0，596 0，585

更級日記 0，701 0，694

十六夜日記 0，685

表（7）

うたたね 十六夜日記

蜻蛉日記 0，810 0，769

源氏物語 0，808 0，762

紫式部日記 0，746 0，692

更級日記 0，807 0，700

十六夜日記 0，767

す
る
類
似
度
ぴ
の
数
値
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
（
7
）
と
、
先
に
み

た
表
（
6
）
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
諸
点
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
1
　
「
う
た
た
ね
」
お
よ
び
「
十
六
夜
日
記
」
と
、
各
作
品
と
の
形
容
詞
に
お

　
　
け
る
類
似
度
D
は
、
そ
れ
ら
の
全
使
用
語
彙
に
お
け
る
類
似
度
ぴ
の
数
値

　
　
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
高
い

　
2
　
　
「
う
た
た
ね
」
と
各
作
品
と
の
形
容
詞
に
お
け
る
類
似
度
D
の
数
値
は
、

　
　
「
十
六
夜
日
記
」
と
各
作
品
と
の
形
容
詞
に
お
け
る
類
似
度
ぴ
の
数
値
よ

　
　
り
、
そ
れ
ぞ
れ
高
い

　
3
「
う
た
た
ね
」
と
各
作
品
と
の
形
容
詞
に
お
け
る
類
似
度
ぴ
の
数
値
と
、

　
　
「
十
六
夜
日
記
」
と
各
作
品
と
の
形
容
詞
に
お
け
る
類
似
度
ぴ
の
数
値
と

　
　
の
差
は
、
そ
れ
ら
の
全
使
用
語
彙
に
お
け
る
類
似
度
D
の
数
値
に
関
す
る

　
　
同
様
の
差
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
い

　
4
　
「
う
た
た
ね
」
お
よ
び
「
十
六
夜
日
記
」
と
、
「
紫
式
部
日
記
」
と
の
類

　
　
十
度
ぴ
の
数
値
は
、
全
使
用
語
彙
の
場
合
も
形
容
詞
に
関
す
る
場
合
も
、

　
　
「
う
た
た
ね
」
と
「
十
六
夜
日
記
」
と
の
類
似
度
D
の
数
値
よ
り
、
そ
れ

　
　
ぞ
れ
低
い

の
よ
う
な
諸
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
、
3
の
差
に
関
し
て
は
、

　
5
　
「
う
た
た
ね
」
と
各
作
品
と
の
全
使
用
語
彙
に
お
け
る
類
似
度
∬
の
数

　
　
値
と
、
「
十
六
夜
日
記
」
と
各
作
品
と
の
全
使
用
語
彙
に
お
け
る
類
似
度
D

　
　
の
数
値
と
の
差
は
、
対
象
と
す
る
四
作
品
の
成
立
年
代
が
新
し
い
も
の
ほ
ど

　
　
小
さ
い
。
ま
た
、
形
容
詞
に
関
す
る
そ
れ
は
、
対
象
と
す
る
四
作
品
の
成
立

　
　
年
代
が
新
し
い
も
の
ほ
ど
大
き
い

と
い
う
、
興
味
深
い
結
果
が
出
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
諸
点
か
ら
、
「
う
た
た
ね
」
は
、
類
似
度
D
の
面
で
も
、
平
安

女
流
日
記
文
学
の
系
列
に
つ
ら
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
と
同
時
に
、
諸
先
学
も

　
　
　
　
　
　

説
か
れ
る
よ
う
に
、
「
十
六
夜
日
記
」
が
平
安
女
流
日
記
文
学
の
系
列
と
は
少
し

距
離
を
置
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

Lk／N

　
次
に
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」

語
彙
の
性
格
の
一
端
を
み
た
い
。

と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
う
た
た
ね
」
の
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表
（
8
）
は
、
「
う
た
た
ね
」
の
語
彙
と
、
大
野
晋
氏
が
示
さ
れ
た
「
平
安
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
文
脈
系
文
学
」
（
以
下
、
「
平
安
和
文
」
と
略
称
す
る
）
の
語
彙
と
を
、
そ
れ
ぞ

れ
累
積
使
用
率
に
よ
っ
て
一
〇
段
階
に
分
け
、
「
う
た
た
ね
」
の
累
積
使
用
率
約

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
部
分
と
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
関
す
る
部
分

と
を
抜
き
出
し
、
前
者
を
基
準
に
し
て
段
階
別
に
所
属
語
数
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
「
平
安
和
文
」
の
語
彙
に
関
し
て
は
、
そ
の
累
積
使
用
率
か

ら
し
て
、
八
段
階
の
一
部
ま
で
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
表
中
の
「
非
共

通
」
と
は
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通
し
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
平

安
和
文
」
の
語
彙
に
、
そ
の
使
用
例
が
存
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
点
、
一

言
つ
け
加
え
て
お
く
。

　
以
下
、
こ
の
表
（
8
）
に
よ
り
、
「
う
た
た
ね
」
の
語
彙
に
お
け
る
特
異
な
使
用

語
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　
ど
の
よ
う
な
語
を
も
っ
て
特
異
な
語
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
に
考

え
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
前
稿
と
比
較
す
る
関
係
上
、
こ
こ
で
は
、
「
う
た
た
ね
」

の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
と
「
平
安
和
文
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
と
の

差
が
、
上
、
下
各
二
段
階
以
上
の
も
の
を
も
っ
て
、
仮
に
特
異
な
使
用
語
と
す
る
。

こ
こ
で
み
る
特
異
な
使
用
語
を
、
右
の
よ
う
に
規
定
す
る
と
、
「
う
た
た
ね
」
に

お
け
る
そ
れ
は
、

　
1
　
　
「
う
た
た
ね
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
も
の

　
　
　
「
こ
こ
ち
（
心
地
）
」
「
こ
こ
ろ
ぼ
そ
し
（
心
細
）
」
「
と
こ
ろ
（
所
）
」
「
み

　
　
（
身
）
」
「
あ
め
（
雨
）
」
「
う
し
（
憂
）
」
「
お
と
（
音
）
」
「
く
（
来
）
」
「
ち
か

　
　
し
（
近
）
」
「
な
み
だ
（
涙
）
」
「
み
や
こ
（
都
）
」
「
や
ま
（
山
）
」
「
ゆ
く

表（8）

「平安和文」の語彙における段階

1 2 3 4 5 6 7 8

非
共
通

1 2 3 1 0 0 0 0 0 0

2 4 2 2 2 0 ！ 0 0 0

3 0 4 5 5 6 3 1 0 0

4 0 0 5 6 9 4 1 4 2

5 0 1 4 6 13 1！ 3 4 3

合計 6 10 17 19 28 19 5 8 5

（
行
）
」
「
ゆ
め
（
夢
）
」
「
い

つ
く
（
何
処
）
」
「
い
の
ち

（
命
）
」
「
お
も
ひ
つ
づ
く

（
思
続
）
」
「
か
き
く
ら
す

（
掻
暗
）
」
「
か
は
（
川
）
」

「
さ
き
（
先
・
前
）
」
「
た
だ

い
ま
（
只
今
）
」
「
ひ
か
り

（
光
）
」
「
ひ
と
し
れ
ず

（
知
）
」
「
あ
と
（
跡
）
」
「
お

も
ひ
た
つ
（
思
立
）
」
「
た
よ

り
（
便
）
」
「
つ
く
づ
く
と
」

「
と
ど
ま
る
（
止
・
留
）
」

　
　
「
は
る
か
（
遙
）
」
「
ふ
る
さ
と
（
故
郷
）
」

　
1
1
　
　
「
う
た
た
ね
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
下
位
の
も
の

　
　
　
「
い
ま
（
今
）
」
「
か
か
り
（
斯
有
）
」
「
か
く
（
斯
）
」
「
き
こ
ゆ
（
聞
）
」

　
　
「
な
ほ
（
猶
）
」

の
よ
う
に
、
1
に
三
〇
語
、
1
1
に
五
語
、
そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
1
に
属
す
る
三
〇
語
の
う
ち
、
前
稿
で
み
た
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
同
様

の
語
群
と
共
通
す
る
も
の
は
、
「
と
こ
ろ
」
「
み
や
こ
」
「
や
ま
」
「
ゆ
く
」
「
ゆ
め
」

「
か
は
」
「
あ
と
」
「
た
よ
り
」
「
と
ど
ま
る
」
「
ふ
る
さ
と
」
の
一
〇
語
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
「
夜
の
鶴
」
に
お
け
る
同
様
の
語
群
と
は
、
一
語
も
共

通
し
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
一
方
、
「
十
六
夜
日
記
」
と
「
夜
の
鶴
」
に
お
い
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て
、
「
う
た
（
歌
）
」
「
よ
む
（
詠
）
」
「
つ
き
（
月
）
」
「
や
さ
し
（
優
）
」
「
こ
と
ば

（
言
葉
）
」
の
五
語
が
共
通
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
ふ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
は
、
日
記
文
学
で
あ
る
「
う
た
た
ね
」
と
紀
行
文
学
で
あ

る
「
十
六
夜
日
記
」
と
に
共
通
す
る
、
素
材
や
内
容
の
近
さ
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
「
う
た
た
ね
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
、
上
掲
三

〇
語
を
、
『
語
い
表
』
所
載
の
各
作
品
に
お
け
る
「
上
位
二
〇
語
の
表
」
と
比
較

し
た
い
。

　
以
下
、
共
通
す
る
語
と
各
作
品
に
お
け
る
順
位
と
を
、
具
体
的
に
示
す
と
、

　
「
こ
こ
ち
」
　
　
　
「
蜻
蛉
日
記
」
二
〇
位

　
「
と
こ
ろ
」
　
　
「
土
佐
日
記
」
九
位
、
「
蜻
蛉
日
記
」
．
一
八
位
、
「
更
級
日

　
　
　
　
　
　
　
　
記
」
一
六
位
、
「
方
丈
記
」
二
〇
位
、
「
徒
然
草
」
一
八
位

　
「
み
」
　
　
　
　
　
「
古
今
和
歌
集
」
一
八
位
、
「
後
撰
和
歌
集
」
一
〇
位
、
「
方

　
　
　
　
　
　
　
　
丈
記
」
一
八
位

　
「
く
」
　
　
　
　
「
万
葉
集
」
一
七
位
、
「
伊
勢
物
語
」
一
八
位
、
「
古
今
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
集
」
一
四
位
、
「
土
佐
日
記
」
一
五
位
、
「
後
撰
和
歌
集
」
二

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
位

　
「
や
ま
」
　
　
　
　
「
万
葉
集
」
一
四
位
、
「
古
今
和
歌
集
」
一
三
位
、
「
後
撰
和

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
集
」
一
七
位

　
「
ゆ
く
」
　
　
　
「
万
葉
集
」
＝
二
位

の
よ
う
に
な
る
。

　
『
語
い
表
』
所
載
の
「
上
位
二
〇
語
の
表
」
と
共
通
す
る
も
の
は
、
上
掲
し
た

よ
う
に
「
こ
こ
ち
」
以
下
の
六
語
で
あ
る
が
、
多
く
は
和
歌
集
で
あ
る
「
万
葉

集
」
「
古
今
和
歌
集
」
「
後
撰
和
歌
集
」
や
、
女
流
日
記
文
学
で
あ
る
「
蜻
蛉
日

記
」
「
更
級
日
記
」
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
「
伊
勢
物
語
」
や
「
土
佐
日

記
」
の
よ
う
な
、
和
歌
を
多
数
含
む
作
品
と
も
共
通
し
て
い
る
点
と
と
も
に
、
こ

の
語
群
の
性
格
を
み
る
上
で
、
示
唆
的
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
長
崎
健
氏
は
、

　
　
作
者
に
と
っ
て
は
、
最
も
日
常
的
体
験
で
あ
り
現
実
で
あ
っ
た
恋
愛
状
況
を

　
　
表
現
し
伝
達
す
る
機
能
を
当
代
の
散
文
に
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
…
（
略
）
…
そ
の
心
情
を
表
現
と
し
て
定
着
す
る
た
め
に
、
内
的
照
射
の
方

　
　
法
と
し
て
安
定
し
た
効
用
を
も
つ
伝
統
的
な
和
歌
世
界
の
用
語
と
技
法
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
い
た
も
の
で
あ
り
…

の
よ
う
に
、
「
う
た
た
ね
」
に
お
け
る
散
文
性
の
希
薄
さ
、
韻
文
的
性
格
の
強
さ

を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
右
に
み
た
「
う
た
た
ね
」
の
諸
語
は
、
こ
の
長
崎
氏

の
こ
論
を
語
彙
の
面
か
ら
裏
づ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
「
う
た
た
ね
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
を
み

て
き
た
。
当
然
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
属
す
る
語
の
多

く
は
「
う
た
た
ね
」
の
素
材
・
内
容
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
、
「
う
た
た
ね
」
の

特
徴
語
と
で
も
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

七

以
上
、
「
う
た
た
ね
」
に
使
用
さ
れ
た
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
そ
の
使
用
実
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態
を
み
て
き
た
。
以
下
、
そ
の
結
果
を
再
掲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
稿
の
ま
と
め

と
し
た
い
。

　
1
　
品
詞
別
構
成
比
率
は
、
異
な
り
語
数
に
お
い
て
は
「
竹
取
物
語
」
「
源
氏

　
　
物
語
」
「
蜻
蛉
日
記
」
「
紫
式
部
日
記
」
「
更
級
日
記
」
に
、
延
べ
語
数
に
お

　
　
い
て
は
「
源
氏
物
語
」
「
枕
草
子
」
「
蜻
蛉
日
記
」
「
紫
式
部
日
記
」
「
更
級
日

　
　
記
」
に
、
相
対
的
に
近
似
し
て
い
る

　
2
　
品
詞
別
構
成
比
率
に
つ
い
て
、
異
な
り
語
数
に
関
す
る
そ
れ
と
、
延
べ
語

　
　
数
に
関
す
る
そ
れ
と
の
関
係
か
ら
す
る
と
、
「
う
た
た
ね
」
の
名
詞
の
使
用

　
　
は
特
徴
的
で
あ
る
。
高
頻
度
語
・
中
頻
度
語
に
お
け
る
名
詞
の
頻
用
傾
向
が
、

　
　
そ
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
か
つ
て
調
査
し
た
「
夜
の
鶴
」

　
　
ほ
ど
明
確
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い

　
3
　
和
語
の
比
率
が
非
常
に
高
い
。

　
　
　
語
種
別
構
成
比
率
に
関
し
て
、
「
う
た
た
ね
」
と
『
語
い
表
』
所
載
一
四

　
　
作
品
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
「
う
た
た
ね
」
よ
り
も
和
語
の
比
率
が
高
い

　
　
の
は
、
「
万
葉
集
」
「
古
今
和
歌
集
」
「
翌
翌
和
歌
集
」
に
限
ら
れ
る
。

　
4
　
　
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通
す
る
漢
語
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
場

　
　
合
に
比
べ
、
相
対
的
に
多
い
。
ま
た
、
共
通
し
な
い
漢
語
の
う
ち
、
「
蜻
蛉

　
　
日
記
」
「
源
氏
物
語
」
「
紫
式
部
日
記
」
「
更
級
日
記
」
と
も
共
通
し
な
い
も

　
　
の
は
七
語
存
し
、
う
ち
四
語
は
仏
教
関
係
の
語
で
あ
る
。

　
5
　
「
う
た
た
ね
」
に
は
人
物
関
係
の
漢
語
が
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
ず
、
頻
用

　
　
さ
れ
た
「
十
六
夜
日
記
」
の
場
合
と
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。
こ
の
差
は
、

　
　
「
う
た
た
ね
」
と
「
十
六
夜
日
記
」
と
の
内
容
・
素
材
の
差
に
基
づ
く
も
の

　
と
思
わ
れ
る

6
　
「
う
た
た
ね
」
お
よ
び
「
十
六
夜
日
記
」
と
「
蜻
蛉
日
記
」
「
源
氏
物
語
」

　
「
紫
式
部
日
記
」
「
更
級
日
記
」
と
の
形
容
詞
に
お
け
る
類
似
度
D
の
数
値

　
は
、
そ
れ
ら
の
全
使
用
語
彙
に
お
け
る
類
似
度
ぴ
の
数
値
よ
り
、
そ
れ
ぞ

　
れ
高
い

7
　
「
う
た
た
ね
」
と
「
蜻
蛉
日
記
」
「
源
氏
物
語
」
「
紫
式
部
日
記
」
「
更
級

　
日
記
」
と
の
形
容
詞
に
お
け
る
類
似
度
D
の
数
値
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
と

　
各
作
品
と
の
そ
れ
ら
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
高
い
。

8
　
　
「
う
た
た
ね
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
が
、
「
平
安
和
文
」
の
語
彙

　
に
お
け
る
所
属
段
階
よ
り
も
上
位
の
語
群
に
は
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

　
「
う
た
た
ね
」
の
素
材
や
記
述
内
容
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
特
徴
語
が
多
く

　
含
ま
れ
て
い
る

〔
注
〕

（
！
）
　
佐
藤
恒
雄
氏
「
う
た
た
ね
」
（
『
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
⑨
』
〈
昭
和
五
九
年

　
九
月
、
明
治
書
院
〉
所
収
）
。

（
2
）
　
「
『
う
》
た
ね
』
索
引
に
よ
る
語
彙
考
察
」
（
次
田
香
澄
・
酒
井
憲
二
氏
編
著

　
　
『
う
た
〉
ね
本
文
お
よ
び
総
索
引
』
〈
昭
和
五
一
年
二
月
、
笠
間
書
院
〉
所

　
収
）
。

（
3
）
　
以
下
、
統
計
に
関
し
て
『
語
い
表
』
と
し
た
場
合
は
、
宮
島
達
夫
・
中
野

　
洋
・
鈴
木
泰
・
石
井
久
雄
文
意
『
フ
ロ
ッ
ピ
ー
版
古
典
対
照
語
い
表
お
よ
び
使

　
用
法
』
（
平
成
元
年
九
月
、
笠
間
書
院
）
に
よ
る
。
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（
4
）
　
拙
稿
「
『
夜
の
鶴
』
の
語
彙
」
（
『
城
西
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
一
四

　
　
巻
第
一
号
、
平
成
九
年
三
月
）
。

（
5
）
　
た
と
え
ば
次
田
香
澄
氏
は
、
「
う
た
た
ね
」
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
蜻
蛉
日
記
・
和
泉
式
部
日
記
・
更
級
日
記
の
系
列
に
あ
り
、
こ
の
の
ち

　
　
　
　
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
引
継
が
れ
る
性
格
の
文
学
で
あ
る

　
　
と
さ
れ
る
（
次
田
香
澄
・
渡
辺
静
子
氏
校
注
『
う
た
〉
ね
・
忌
む
き
が
記
』
〈
昭

　
　
和
五
〇
年
六
月
、
笠
間
書
院
〉
解
説
一
六
頁
）
。

（
6
）
　
大
野
晋
氏
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」

　
　
（
『
国
語
学
』
八
七
集
、
昭
和
四
六
年
一
二
月
）
。

（
7
）
　
（
5
）
同
書
、
一
五
頁
。

（
8
）
　
水
谷
静
夫
氏
「
用
語
類
似
度
に
よ
る
歌
謡
曲
仕
訳
『
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
』
『
上

　
　
海
帰
り
の
り
ル
』
及
び
そ
の
周
辺
」
（
『
計
量
国
語
学
』
一
二
巻
四
号
、
昭
和
五

　
　
五
年
三
月
）
、
同
『
数
理
言
語
学
』
（
昭
和
五
七
年
一
月
、
培
風
館
）
、
そ
の
他
。

（
9
）
　
た
と
え
ば
比
留
間
喬
介
氏
は
、

　
　
　
史
的
系
列
よ
り
見
れ
ば
王
朝
時
代
の
宮
廷
女
流
日
記
の
系
列
に
立
つ
作
晶

　
　
　
　
で
あ
る
が
、
そ
の
文
學
的
債
値
の
中
心
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
道
中
記
（
道

　
　
　
　
の
記
）
で
あ
る
。
…
（
略
）
…
十
六
夜
日
記
は
中
古
の
和
歌
集
的
紀
行
の

　
　
　
　
傳
統
に
、
こ
の
新
し
い
海
道
文
學
の
命
を
吹
き
込
ん
だ
の
で
あ
る

　
　
と
さ
れ
る
（
『
十
六
夜
日
記
』
〈
新
註
国
文
学
叢
書
、
昭
和
二
六
年
五
月
、
講
談

　
　
社
〉
解
説
七
頁
）
。

（
1
0
）
　
（
6
）
同
論
文
。
た
だ
し
、
大
野
氏
は
、
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
」
の
基

　
　
本
語
彙
、
お
よ
び
、
対
象
一
〇
作
品
の
総
延
べ
語
数
と
い
う
形
で
示
し
て
お
ら

　
　
れ
る
。

（
1
1
）
　
長
崎
健
・
濱
中
修
氏
著
『
行
動
す
る
女
性
　
阿
比
尼
』
（
平
成
八
年
二
月
、
新

　
　
同
社
）
第
三
章
、
九
七
頁
。


